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指導計画の作成に当たっては、教科の目標の実現を目指し、中学校３学年間を見通した全体的な指導計
画を検討します。各学校において、学習指導要領及び解説に基づき、生徒の実態に応じて指導計画の作成、
見直しを行うことが大切です。 
〔指導計画の例〕 

 ４月～７月 ８月～12 月 １月～３月 

１ 
年 

ガイダンス Ａ(1)ア さまざまな食品の選択と保存 Ｂ(3)ア(ｱ) 地域の食文化 Ｂ(3)ア(ｴ) 
自分の成長と家族・家庭生活  Ａ(1)ア 

(3)アイ 
日常食の調理と地域の食文化 Ｂ(3)ア(ｲ) 

(ｳ) 
(ｴ) 

１日分の献立作成 Ｂ(2)ア(ｲ) 
   イ 
Ｃ(1)ア(ｱ) 
   イ 

食事の役割と食習慣 Ｂ(1)ア(ｱ) 
(2)ア(ｲ) 

  

中学生に必要な栄養を満たす食事Ｂ(2) 

２
年 

家族生活と地域のかかわりＡ(3)ア(ｲ) 
   イ 

持続可能な衣生活 Ｂ(4)アイ 
Ｂ(5)アイ 
Ｃ(1)アイ 

家族生活と消費 Ｃ(1)ア(ｱ) 
消費を支える仕組 Ｃ(1)ア(ｲ) 

   イ 
目的に応じた衣類の選択 Ｂ(4)ア(ｱ) 家族と暮らす住まい Ｂ(6)ア(ｱ) 消費者被害と消費者の自立 Ｃ(2)アイ 
日常着の手入れや保管 Ｂ(4)ア(ｲ) 

   イ 
安全な住まい・安心な暮らし Ｂ(6)ア(ｲ) 

   イ 
生活の課題と実践 Ａ(4)ア 

Ｂ(7)ア 
Ｃ(3)ア 生活を豊かにするものの製作 Ｂ(5)アイ 持続可能な住生活 Ｂ(6)アイ  

Ｃ(1) 

３ 
年 

生活の課題と実践 Ａ(4)ア 
Ｂ(7)ア 
Ｃ(3)ア 

幼児とのかかわり Ａ(2)イ  
持続可能な社会 Ｂ(5)アイ 

幼児の生活と家族の役割 Ａ(2)アイ 
 

まとめ Ｂ(1)アイ 
Ａ(3) 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
                       
                       
                 
                                             
        
          

技術・家庭（家庭分野） 

家庭分野の授業づくりのポイント 
□ ３学年を見通した全体的な指導計画の作成・見直し 
□ 問題解決的な学習の充実 

□ 3 学年を見通した全体的な指導計画の作成・見直し 

家庭分野の各項目に配当する授業時数及び各項目の履修学年については、家庭分野の内容ＡからＣ
の各項目に適切な授業時数を配当するとともに、３学年間を見通して履修学年や指導内容を適切に配
列するなど、生徒や学校、地域の実態等に応じて各学校で適切に定めます。 

□ 問題解決的な学習の充実 

Ａ(1)「自分の成長と家族・家
庭生活」は、３学年間の学習の
見通しを立てさせるガイダンス
的な内容として、第１学年の最
初に履修させます。 

Ａ、Ｂ、Ｃの各内容項目や指導事
項の相互の関連を図り題材を構成
し、効果的な学習を展開します。 
 

「生活の課題と実践」は、各内容に位置付け、生徒の興味・
関心や学校、地域の実態に応じて、Ａ（4）、Ｂ（7）及びＣの
（3）の三項目のうち、一以上を選択して履修させます。 

解決の見通しをもち、計画を立てる 

実践した結果を評価・発表し、改
善策を検討する 

知識及び技能を活用して課題解決
に向けた実践活動を行う 
 

知識及び技能を習得し、解決方法
を検討する 

生活の中から問題を見いだし課題
を設定する 

 

学
習
過
程
の
参
考
例 

生 活 

Check! 
生徒が 問題を見いだし課題を設定する 

生徒が問題を見いだし
たり、見いだした問題を
課題設定につなげたりす
るためには、授業者が、
様々な手立てを意図的に
講じる必要があります。 

家族へのインタビュー 

イメージマップの作成 
事例の検討 

ポイントをキーワードで整理 

 一連の学習過程を適切に組み立て、生徒が主体的に課題に向き合い、協働しながら、段階を追って学習
を深められるように配慮します。特に、「生活の中から問題を見いだし課題を設定する」場面を確実に位
置付けることが大切です。 

〔手立ての例〕 

題材の指導計画の充実については、 
これまでの手引にも掲載しています。 


